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室内 屋外 室内 屋外 
研究Ⅰ 
(夏季)2010.8 25.3±0.8 29.4±0.7 54.0±1.8 59.4±5.2 
(冬季)2010.12-2011.1 21.3±1.4 5.5±1.6 50.6±4.2 58.8±8.3 
研究Ⅱ-1 (秋季)2009.11-12 23.6±1.2 12.5±3.1 48.9±4.2 66.0±7.5 
















































































































































































































































表２ 研究Ⅰ 実験環境 
       環境 
季節 
温度(℃) 湿度(％) 
室内 屋外 室内 屋外 
夏 季 25.3±0.8 29.4±0.7 54.0±1.8 59.4±5.2 





















































































n=6 Wilcoxon signed-rank test ＊：p<0.05  



















































夏季(n=6) r=-0.143，p=0.787 r=-0.291，p=0.385 r=0.318，p=0.340 






































て 21℃と 25℃にコントロールし、環境条件をＡ(温度 21.4±0.2℃，湿度 40.9±9.6％)と
Ｂ(温度 25.4±0.1℃，湿度 47.0±3.7％）の２種の設定とした。なお、追加実験期間の屋







量との Spearmanの順位相関係数を求めた。統計学的有意水準は、いずれも p<0.05とした。 
 表４に、実験室内温度の違いによる皮膚生理機能評価項目の分析結果を示した。 
表４ 実験室内温度の違いによる皮膚生理機能の変動 









( Ａ )21.4±0.2℃/40.9±9.6％ 














Ａ・Ｂ：n=5  冬季・夏季：n=6 中央値(四分位範囲) 














































































































































































平均年齢 20.5±2.4（13～29）歳、平均身長 157.9±4.2cm、平均体重 52±6.5kg 
（２）実験期間：2009年 11～12月 
（３）実験環境:実験室内と外気の環境は、表５に示したとおりである。 
表５ 研究Ⅱ-１ 実験環境 
         環境 
季節 
温度(℃) 湿度(％) 
室内 外気 室内 外気 









































後の 2.5分毎 70分間の経時データを Mean±SEで示した。また、これらの経時的デー
タについて、反復測定による一元配置分散分析(One-way repeated measures ANOVA)
を行い、各項目に対して温熱刺激が影響を与えているかどうかを確認した。さらに、
基準値＜before＞を対照とした、各経過時点との平均値の差を Dunnett の方法で多重
























   































皮膚血流量は、手浴開始後 7.5分経過時点で 155.1±10.7 auと最高に達し、基準値 118.5
±11.1auより 31%もの有意な増加（p=0.001）を示した。手浴開始後 10分すなわち手浴終
了直前に一時的減少を示した後に再び増加し、手浴終了後 7.5分で基準値に戻った。その




















図 11 手浴による皮膚血流量の変化 
       0     10      20       30        40       50        60 before
Mean±SE , n=27 Dunnett t-test（vs before）  *：p<0.05  ：p<0.01 
   




































皮表温は、手浴開始後 7.5分経過時点から有意に上昇し、手浴終了後 42.5分までの 35
分間にわたり有意な増加（p<0.05～0.001）を認めた。手浴終了後 7.5 分で基準値 31.8±
















図 12  手浴による皮膚表面温度の変化 
       0      10      20       30       40       50       60 before 
Mean±SE , n=27 Dunnett t-test（vs before）  *:p<0.05  :p<0.01 
















































したが、手浴終了後 12.5分より再度有意に増加し（p=0.026）、手浴終了後 50分で 9.14±
0.6 g/m2・hr と最高値を示して、基準値 6.9±0.4 g/m2・hr の 32.7％増（p<0.001）とな
























Mean±SE , n=27 Dunnett t-test（vs before）  *: p<0.05  :p<0.01 

































































before 0 10 20        30       40        50        60
(au)
Mean±SE , n=27  Dunnett t-test（vs before）  *: p<0.05  :p<0.01 































対側の手掌部血流量は、手浴開始後 7.5 分では、基準値に比して約 30％の増加となり、
有意に高値を示した。手浴開始後 10分、すなわち手浴終了直前時では、一時的に減少した
が、その後再び増加し、手浴終了後 7.5分には基準値に戻って、以後漸減した。手浴終了














































































































10名。平均年齢 20.2±4.9（14～30）歳、平均身長 158.0±3.8cm、平均体重 50.2±5.6kg 
皮膚血流量（接触式血流計）：皮膚障害のない健康な女性で服薬中ではない、上記 10名









室内 外気 室内 外気 
角層水分量、水分蒸散量、皮表温 21.3±1.4 5.5±1.6 50.6±4.2 58.8±8.3 
































































































































































図 16 皮膚深部温の変化 
Mean±SE，n=10，Bonferroni（vs before）  *：p<0.05    ：p<0.01 
 














血圧の基準値は、対照群で収縮期血圧 95±1.9mmHg ・拡張期血圧 56±2.7mmHg、手浴群
は 97±2.4mmHg・拡張期血圧 59±2.7mmHgを示し、両群の差は認められなかった。 
また、両群は、収縮期血圧・拡張期血圧ともに基準値と各経過時点の差を認めなかった。
両群間の対応する経過時点での差は、手浴開始から５分経過時の収縮期血圧において、手






















before 1 2 3              4              5              6          
血圧
図 17 血圧の変化 
 
† 
Mean±SE，n=10，Bonferroni（vs before）  *：p<0.05    ：p<0.01 
 






































before 0 10 20 30 40 50 60
control
h-bath









Mean±SE，n=8 Wilcoxon signed-rank test（vs before） *：p<0.05     ：p<0.01 
 

















＊ ＊ ＊ 
Mean±SE(％)，n=8 Wilcoxon signed-rank test（vs before） *：p<0.05     ：p<0.01 
 










の手浴中に 20％の増加を認めたが、手浴終了後 10 分で基準値に戻り、以後漸減して、手









皮膚血流量の基準値を 100％とした変化率の推移において、手浴群は、手浴開始後 5 分
































値 30.1±1.2℃と比べて、手浴終了後 10 分から有意な上昇（p=0.023）を示し、手浴終了




























   
図 19 皮膚表面温度の変化 
 
Mean±SE，n=10，Bonferroni（vs before）  *：p<0.05     ：p<0.01 
 
Paired t-test(control vs h-bath )  †：p<0.05  ‡：p<0.01 
 
 





























































図 20-1 水分蒸散量の変化 
before   0       10     20      30       40        50       60          
水分蒸散量の変化率
  
Mean±SE，n=10 ，Bonferroni（ vs before）  *：p<0.05    ：p<0.01 























































図 20-2 水分蒸散量の変化率の推移 
 
Mean±SE (％),n=10 ，Bonferroni（ vs before）  *：p<0.05    ：p<0.01 
 














































































図 21-1 角層水分量の変化 
Mean±SE，n=10 ，Bonferroni（ vs before）  *：p<0.05    ：p<0.01 
    Paired t-test(control vs h-bath )  †：p<0.05  ‡：p<0.01 
 






















Mean±SE (％),n=10 ，Bonferroni（ vs before）  *：p<0.05    ：p<0.01 
 





















† † † † † † ‡ † † † 



























































































































る研究では、室温 25～26℃、湿度 55～62％の環境で、膝関節から 10cm 以下の足部の 50
分間の片足足浴により、対側の下肢の皮表温・皮膚深部温が、足浴開始 10分後から終了後
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